
（特非）　東大和エネルギーの会

（一社）　環境政策対話研究所

東大和エネルギー調査隊とおひさまモニター
BIG

脱炭素社会づくりに向けた熟議の輪を拡げる。

スタディーツアー参加者 17 人
太陽光パネル設置状況の
現地調査 2 地域

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 60 ％
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活動内容と成果
● エネルギー調査隊は、市内2地区を選定し、太陽光パ
ネル設置状況を調査した。結果、設置率は約3.5％
だった
● おひさまモニター事業は、新規に480Wの太陽光パネ
ルを2か所貸与し、太陽光発電の利用を実感しても
らった。その他、200Wを2か所、100Wを4か所、合計
8か所のモニターを実施、体験発表会は次年度に延期
● 講演会、所沢市へのスタディーツアーなど学びの機
会を確保した
● 市民発電は5周年を迎え順調に発電している。5周年
記念誌を作成し配布した。市民や市議会、市長に向け
て提言を行った

活動内容と成果
①脱炭素社会づくりのための地域市民討議の開催

 欧州の気候市民会議等の動向を踏まえ、川崎市にて
「脱炭素かわさき市民会議」を開催することとし、無
作為抽出を基本に75人の一般市民の参加を得て、
2021年5－10月開催に向け準備
② 高校生及び高専生向け参加・熟議型脱炭素・エネル
ギー教育プログラムの開発・実践
 筑波大学附属坂戸高校、立命館慶祥高校、福島工業高
等専門学校の3校にて、それぞれの特長をいかしたプ
ログラムを開発し約150人の高校生等の参加を得て
実践
③脱炭素転換に向けた若手人材の育成

課　題
地球温暖化防止、CO2削減のため、地域内で再生可能
エネルギーの電気を創り、使う人を増やす。

目　標
市内の家庭からのCO2排出量を把握し、削減の取組
みを進めるため、モニター体験、講演会、スタディー
ツアーなどを実施し、自分事として考える人を増や
す。

課　題
脱炭素転換推進の上で市民参加（行動、政策形成）は不
可欠であるが、日本社会では問題点打開への市民によ
る徹底討議、合意形成努力、市民政策提言などは未知の
世界である。

目　標
脱炭素転換に向けて、市民による徹底討議のための手
法開発を実践を通じて推進し、定着を目指すとともに、
若い世代を対象に参加・熟議に対する必要な能力を身
につけてもらう。

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
エネルギー調査隊として、市内で太
陽光パネル設置状況の調査をすると
きに、直接話を聞くことが新型コロ
ナウイルスにより困難になった。

■工夫した点
エネルギー調査隊について、対面調
査の代わりとして、アンケートを作
成、各戸に投函し、返信してもらっ
た。

■苦労した点
本活動は、参加・熟議型対話の手法
開発・普及である。新型コロナウイ
ルス禍の中、三密になりかねず、オ
ンライン化が切実な課題になった。

■工夫した点
オンライン化の手法開発に徹底的に
時間をかけ、試行錯誤を繰り返した。
多くの先行事例研究を行い、専門家
の指導を受けた。

エネルギー調査隊を市内の他の地域にも広げる。CO2排出ゼロに向け、引き続き、
モニター体験や学習会などを実施して、自分たちに何ができるかを自覚し、行動に
結びつくような取組みを広げていく。

目標に向け着実に前進している。2050年カーボンゼロへの内外の追い風を受け、
地域社会・高校・高専の教育現場と連携し、実践を積み上げ、脱炭素社会づくり参
加・熟議型のプログラムの完成・普及に全力をあげたい。

今後の
展望

今後の
展望

スタディーツアーで所沢市メガソーラーを見学スタディーツアーで所沢市メガソーラーを見学

授業風景授業風景

市民発電5周年記念集会の様子市民発電5周年記念集会の様子

生徒作成模造紙生徒作成模造紙

高校等のプログラム
への参加学生数 150 人
川崎市での市民討議
への参加者数 75 人

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 30 ％

 東京都

〒207-0014
東京都東大和市南街2-17-16
パピルス会館
電話：042-566-2950
E-mail：yamato_2146@yahoo.co.jp
HP： https://higashiyamato-ene.jimdo.com/

 東京都・神奈川県・愛知県・北海道

〒160-0015
東京都新宿区大京町31- 22
エクレール外苑西202
電話：03-6883-8865
E-mail：office@inst-dep.com
HP： http://inst-dep.com/


